


























1.身長 (cm) 2.体重 (kg) 3.胸囲 (cm) 4.座高 (cn) 5皮脂厚 (上
腕,肩甲骨下,腹部)(mm) 6.反復桟とび (回) 7.垂直とび (cm) 8.伏
臥上体そらし (cm) 9.立位体前屈 (C皿) 10.握力左右 (kg) ll.背広力 (kg)
12.肺清畠 (cc)
体表面積 (rE)-体重0･44 ×身長0･663 ×88.83×104






















基準項目 基 準 .値 +**体脂肪率との相関(n-190)* **肥 満 普 通 や .せ
体脂肪率 32.5 30.0-20.0 17.5 -
体 重 56.6 55.7-52.3 51.5 0.231***
胸 囲 82.2 81.9-80.5 81.1 0.131*
上腕皮脂厚 25.3 ー 23.8-17.5 15.9 0.711***
肩甲骨 〝 .26.8 24.4-15.1 12.8 0.843***
腹 〝 35.2 31.5-16.4 12.7 0.906***
ローレノレ~ 143.4 141.4-133.6 131.6 0.219*糊
カウプ 2.26 2.23-2.10 2.07 0.236***
ベルペック 87.85 87.12-84~.24 83.52 0.196***
比体重 35.75. 35.23-33.15 J32.63. 0.239***
比胸囲 52.10 51.90-51.09 50.89 0.115*
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上 腕 部 皮 脂 厚




































































背 部 皮 脂 厚

































































体格指数 (ローレル ･カウプ･ベルペック･比体重 ･比胸囲)における肥満･
普通 ･やせの運動能力比較をした｡
表7 腹部皮脂厚からみた脂満.普通,やせにおける運動能力の比較
腹 部 皮 脂 厚



































































ロ ー レ ル 指 数


































































カ ウ プ 指 数


































































体重及び除脂肪体重あたりの反復槙とび ･垂直とび ･握力 ･背筋力は.肥満群
で他群より有意に低値を示した｡他の測定項目は,差が認められなかった｡
表10 ベルペック指数からみた肥満,普通,やせにおける運動能力の比較
ベ ル ペ ッ ク 指 数

























































































































































































除 脂 肪 体 重









































































適することから,3ヶ所 (上腕 ･肩甲骨 ･腹)の皮脂厚が該当すると思われ
る｡
2)体脂肪率からみた肥満群と普通及びやせ群の問の運動能力は,除脂肪体重
あたりの握力左右及び背筋力において肥満群の有意な低値が認められた｡
3)体脂肪率からみた肥満群の運動能力の中で握力･背筋力は,筋肉自体の収
縮力の低下が考えられた｡
4)形態及び体格指数からみた肥満群と普通及びやせ群の間の運動能力は,そ
れぞれの基準項目により差異がばらつき,一定の傾向を把握できなかった｡
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